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会
長
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報
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央
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委
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Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機

関
）
が
発
足
し
て
１
０
０

周
年
と
な
る
２
０
１
９
年

は
、
全
労
生
（
全
国
労
働

組
合
生
産
性
会
議
）
に
と

っ
て
の
「
結
成
�
周
年
」

で
あ
り
、
ま
さ
に
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。

　
「
人
間
尊
重
（
労
働
は

商
品
で
は
な
い
）
」
を
謳

う
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

宣
言
（
１
９
４
４
年
）
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多

く
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
・
勧
告

が
、
第
２
次
世
界
大
戦
後

に
米
・
欧
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
生
産
性
運
動
」
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
５
９

年
に
欧
州
生
産
性
本
部
か

ら
発
表
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ

宣
言
（
生
産
性
運
動
の
理

念
・
精
神
）
」
を
契
機
と

し
て
、
生
産
性
運
動
は
、

世
界
各
国
の
運
動
と
し
て

拡
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中

で
、
日
本
に
お
い
て
は
、

日
本
生
産
性
本
部
の
発
足

（
１
９
５
５
年
）を
経
て
、

全
労
生
が
結
成
（
１
９
５

９
年
）
さ
れ
、
労
働
組
合

の
立
場
か
ら
生
産
性
三
原

則
（
①
雇
用
の
維
持
・
拡

大
、
②
労
使
の
協
力
と
協

議
、
③
成
果
の
公
正
な
分

配
）
を
基
軸
と
し
た
「
生

産
性
運
動
」
を
牽
引
す
る

と
と
も
に
、
現
状
に
お
い

て
は
、
更
な
る
強
化
に
向

け
た
「
�
周
年
を
契
機
と

し
た
生
産
性
運
動
」
に
つ

い
て
の
検
討
・
策
定
に
着

手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
人
口
減
少
・
超
少
子
高

齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
進
む
「
課
題
先
進

国
・
日
本
」に
お
い
て
は
、

社
会
制
度
や
仕
組
み
の
再

構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、

と
り
わ
け
社
会
保
障
制
度

に
お
け
る
負
担
と
給
付
の

問
題
は
、
日
本
の
財
政
状

況
と
も
相
ま
っ
て
先
送
り

が
許
さ
れ
な
い
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
日
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
、
第
４
次
産

業
革
命
に
よ
る
人
口
知
能

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
進
展
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
済
・
産
業
構
造
は
も

と
よ
り
、
私
た
ち
の
就
労

や
働
き
方
を
も
劇
的
に
変

化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
峙
し
た
生
産

性
運
動
の
再
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
次
調
査
（
６
回
目
）

の
実
施
に
向
け
て
は
、
情

勢
の
劇
的
変
化
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
、
調
査
部
会

メ
ン
バ
ー
の
知
見
を
得
て

設
問
の
確
定
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
労
使
が
直

面
し
て
い
る
課
題
の
把
握

は
も
と
よ
り
、
自
ら
の
組

織
や
生
産
性
運
動
と
向
き

合
う
機
会
に
し
て
頂
く
こ

と
を
切
望
す
る
次
第
で

す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。


